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1 陳情 ２８年第２号陳情
中野駅前南口再開発計
画を成功させる対応につ
いて

２８年第３回定例会 　中野駅南口再開発を起爆剤にして、同地区の
隣接地域である中野二丁目２３番街区のまちづ
くりを進めて欲しい。

　中野二丁目地区第一種市街地再開発事業
は、平成３０年７月末に事業認可がなされ、現
在、再開発組合により事業が進められている。
　これに隣接する地区のまちづくりについては、
平成２９年に、中野二丁目２３番街区を含む千光
前通り周辺の地権者等を対象として、まちづくり
にかかるアンケートを行い、その集計結果等を
地域と共有した。
　以降、中野二丁目の市街地開発事業が進展
するにつれ、周辺地域におけるまちづくりの機運
が高まるなか、勉強会等の地域による主体的な
取組みが進められ、区としてはその支援を行っ
てきたところである。
　今後も、勉強会や意見交換等を通じて地域と
情報共有、協議を重ねながら、隣接地域におけ
るまちづくりの具体的な検討を進めていく。

まちづくり推進部
中野駅周辺地区
担当課長

2 陳情 ２９年第２号陳情
区役所・サンプラザ地区
の再整備を独自性・先進
性に富むものとすること
について

２９年第１回定例会 １　中野の文化・アイデンティティを継承発展させ
る、区民が誇れる意匠・計画とされたい。
２　敷地の持つ生活空間としての可能性、近隣
街区との連動性を探求して頂きたい。
３　事業スケールに無理がないよう、機能の可変
性などでリスクを回避し、立地の特性も十分に活
かして頂きたい。
４　「２０５０年に向けた地球環境対策」への適合
を図って頂きたい。
５　アイディア・コンクールや学校等でのワーク
ショップ、入居企業や店舗向けのワークショッ
プ、完成後の入居者・利用者の組織・活動の事
前始動など、利用者・生活者との双方向性や透
明性を高める工夫をして頂きたい。

　中野駅新北口駅前エリア（区役所・サンプラザ
地区）は、中野の顔となる地区であり、周辺地区
との調和や機能的連携を図りながら、立地特性
を最大限に活かした再整備としていくため、平成
３０年３月に中野四丁目新北口地区まちづくり方
針を策定、平成３１年３月に公共基盤整備に係
る都市計画決定を行い、令和２年１月には再整
備事業計画を策定したところであり、今後、拠点
施設整備に係る民間事業者の募集・選定手続き
を進めていく。
　事業者選定後は、計画段階からの民間を中心
としたエリアマネジメントの取組みとして、地域と
連携した活動を誘導していく。

まちづくり推進部
中野駅新北口駅
前エリア担当課長

採択された請願･陳情及び主な検討事項の処理状況について

　　　　　　　　　　　　　　　＊対応等について報告済みのものを除く。

令 和 ２ 年 （ ２ ０ ２ ０ 年 ） ３ 月 １ ８ 日
中野駅周辺整備・都市観光調査特別委員会資料
ま ち づ く り 推 進 部



3 陳情 ２９年第１４号陳情
区役所・サンプラザ地区
の再整備にあたり専門家
集団との意見交換の場
を設置することについて

２９年第４回定例会 　区は、区役所・サンプラザ地区再整備事業に
関して、中野区内の建築まちづくりの専門家を
招集して、計画検討から実施計画策定、事業実
現に向けて、行政との意見交換ができる場を設
置してください。

　中野駅新北口駅前エリア（区役所・サンプラザ
地区）は、中野の顔となる地区であり、周辺地区
との調和や機能的連携を図りながら、立地特性
を最大限に活かした再整備としていくため、平成
３０年３月に中野四丁目新北口地区まちづくり方
針を策定、平成３１年３月に公共基盤整備に係
る都市計画決定を行い、令和２年１月には再整
備事業計画を策定したところであり、今後、拠点
施設整備に係る民間事業者の募集・選定手続き
を進めていく。
　これまでの検討過程においては、中野区内の
建築関連団体との意見交換を実施するととも
に、令和元年１０月まで実施した区役所・サンプ
ラザ地区再整備推進区民会議の委員に関連団
体からの推薦者を追加した。
　今後も必要に応じて、意見交換の機会を設け
ていく。

まちづくり推進部
中野駅新北口駅
前エリア担当課長


